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1、 企業概要
[bookmark: _GoBack]

	会社名
	北海道電力株式会社

	代表者
	近藤　龍夫

	設立
	昭和２６年５月１日

	売上高
	５６６２億７２００万円

	営業利益
	４３１億９８００万円

	従業員数
	５,６７８名

	契約口数
	４００万口

	販売電力量
	３２億３１万kwh





2、 北海道について
1 東京との比較




まず、北海道の特徴として、東京と比較した気温データを見てみましょう。こちらは、平成２２年度の北海道と東京における月毎の平均気温の推移を表したグラフです。青が北海道、赤が東京の気温を表しており、その下に実際の平均気温の値が月毎に表してあります。 
このデータを見ると北海道は東京に比べ１年を通じて気温が低く、特に冬間の１２月から２月にかけて東京との気温差は大きくひらいていることがわかります。このため、冬場の北海道では暖房による電力需要が高まるであろうことがわかります。逆に、夏の最も気温が上がる８月の数値を見ても、東京の平均値が３０度であるのに対し、北海道は２５度と、冷房に頼らなくても問題なく過ごしていける環境です。このため、夏場の電力はひっ迫していないであろうこともこのグラフからわかります。


2 原発
次に北海道電力の泊原発について説明致します。泊発電所は北海道古宇郡泊村大字堀株村にあります。泊村の北海道の南西に位置しており、日本海に面しています。面積は約135万平方キロメートルで東京ドーム約29個分です。泊原子力発電所には3機の発電機があります。出力は３号機の９１万２千キロワットが一番多く、現在、泊原発ではその3号機のみの運転になっております。また1号機も2号機も運転を中断している理由は福島原発の事故とは関係はありません。



3 発電方式別供給割合


次にこちらは、平成２２年度の北海道の発電方式別供給割合を示した円グラフです。 
北海道の発電設備は水力、火力、原子力、風力、太陽光、地熱の主に６種があります。それぞれの割合は、水力が１４パーセント、火力が４８パーセント、原子力が３７パーセント、風力が１パーセント、そして太陽光と地熱はともに１パーセントに満たない割合となっています。 
このように、北海道では水力、火力、原子力の３つで全体の９９パーセントを占めており、北海道特有の大自然を生かした風力発電などがあまり発達しきれていないことが読み取れます。また、問題となっている原子力発電に関しては、全体のおよそ４割を占めています。 

３、原発依存度


次に全国の各電力会社の原発依存度についてです。 
震災後の数値をみてみると他の電力会社に比べ、北海道電力は原発依存度が高いことがわかります。 
全国で一番早く泊原子力発電所を稼働させた影響で、現在の日本の平均より２倍もの原発依存度となっております。 
また、他の電力会社は震災前に比べ震災後では原発依存度が２分の１以下に下がっているところがほとんどですが、北海道電力では大幅には下がりませんでした。

４、夏の電力需給


 
次にこちらのスライドは、この夏の７月１日から９月２２日までの日ごとの最大需要と、夏の供給力の平均値を比較したものです。 
このデータから、夏の電力需給はひっ迫していないことがわかりました。 
この夏の平均使用率は約７８％でした。そして夏の最大需要は９月１日と１６日の４８５万kWでしたが、これは供給力平均値の約８５パーセントを占めています。このように北海道電力管内では供給力の平均値が需要量を圧倒的に上回っているため、夏の電力需給はひっ迫していないと言うことができます。

５、夏の電力需要量
　しかし、北海道での電力需要は夏よりも冬の方が大きいことがわかりました。 
今年の夏と冬の最大需要量を比較すると、約100万キロワット冬の方が多いです。 
このことから北海道では夏よりも冬のほうが電力を使用していることが分かります。そして北電管内での電力需要のピーク時は夏は１３時から１４時であったのに対し、冬は１７時から１８時でした。この要因としては、全道的な寒波および降雪に伴う暖房・融雪機器の高稼働などが考えられます。 

６、北海道の電力需要別用途別内訳
　①全体の需要




こちらのグラフは北電管内における平成２２年度の夏と冬の電力需要量を家庭用・産業用で比較したものです。 
このデータから、北海道の電力消費は、冬場、家庭用として使用される電力の割合が最も多いことがわかりました。 
棒グラフ左側が家庭用、右側が産業用の電力消費で、赤が夏、青が冬のデータをそれぞれ示しています。 
ご覧のとおり、北電管内で使われる電力を家庭用と産業用で比較してみると、産業用では約30億キロワットの電力が消費されているのに対し、家庭用では60億～75億キロワットの電力が消費されております。このグラフから、北海道では家庭用に使用される電力の方が多いことがわかります。 
その次に、家庭用の電力消費について詳しくみてみると、産業用に使われる電力消費率は夏場と冬場では差がないのに対して、家庭用の電力消費率では、冬場により多く使われていることがわかります。 
以上のことから、北海道の電力消費は、冬場、家庭用として使用される電力の割合が最も多いことがわかります。


　　②家庭需要 


続いてこちらのグラフは、北海道電力内の年間の家庭用電力の内訳です。 
ご覧の通り、給湯用と暖房用で半分以上の割合を占めています。 
北海道においては、冬期の水道水温度が低いことや、化石燃料を使用した燃焼給湯設備が多く導入されているため、他の地域に比べて給湯用のエネルギー消費量が多くなっています。また、北海道は寒冷な地域特色から、暖房にかけるエネルギー消費量が全国平均より1.5倍も多くなっています。 

７、原発抜きの供給力
　


こちらは、脱原発時の供給力と、冬の最大需要とを比較したものです。 
左側のグラフが北海道電力の総需要力、そしてそこからみどり部分の原子力を抜いたものが右側の原発なしのグラフです。 
北海道電力の発表によると、平成２２年度データの中でもっとも需要量が多かったのが１月１２日の１８時、５７８万８千キロワットです。 
ご覧のように、総供給力では最大需要をまかないきれておりますが、そこから原発を抜いた供給力と比較してみると電力供給が足りていないことがわかります。 
原発なしの供給力は５３５万２０８５キロワットであるため、４３万５９１５キロワット不足しております。 
このデータからも、北電の泊原発再開は、ひっ迫するであろう冬の電力需要分を供給するためであると言えます。 
なので、何らかの対策を講じなければ北海道での脱原発は実現することができないということになります。

８、代替エネルギー
　そこで私たちは、原発にとって代わる、代替エネルギーとして期待される発電方式として、風力発電とLNG火力発電が挙げられるのではないかと考えました。 
私たちがそう考えた理由を次のスライドで述べたいと思います。 

1 風力発電


まず、風力発電についてです。 
風力エネルギーは発電中に二酸化炭素を排出しないクリーンなエネルギーの一つとして注目されています。風速に応じて供給力が変動してしまうなど技術的に不安定な面もありますが、広大な土地を有する北海道においては原子力に取って代わりうる大きな可能性を秘めているのではないかと私たちは考えました。 
しかし、平成２１年度末の北海道における風力発電所数は５３、風車基数は２６５基あり、その供給力はおよそ２５万５６８５キロワット、供給能力は３６万キロワットでした。これでは先程の原発抜きの供給力の不足分４３万５９１５キロワットを補うことができません。 
しかし、気象庁によると北海道北西の日本海沿い岸は全国屈指の「強風地帯」となっており、その土地の広さも相まって全国で最も風力発電に適した地域といえます。 
こちらの地図は、北海道の主な風力発電所の施設の場所を表した分布図になります。こちらの図をご覧になっても、北西側に風力発電所が集中していることがわかると思います。 
よって、今後この地理環境を生かし発電施設を今後さらに充実させていけば、風力は北海道の原発に取って代わる代用的な新エネルギーになる可能性は十分にあります。

そして北海道電力では現在、風力発電拡大の取り組みが見られます。北海道電力と東京電力、東北電力と東京電力のそれぞれ２社間で『風力発電導入拡大に向けた実証試験』を行うこととし、併せて北海道電力と東北電力が風力発電事業者を募集することとしました。 
風力発電は風速に応じて発電量が変動してしまうので、過剰発電した場合に、東京電力に送電できるシステムを完備するために、実証実験を実施しています。 
具体的には、北海道電力は風力発電の出力変動に対応する調整力が不足するため、地域間連携線を活用して、３社で協調して運用することを目指し、東京電力の調整力を利用します。それにより東京電力は風力発電の出力変動に相当する電力を北海道電力から受電し、風力発電の出力変動を調整します。それと合わせて風力発電の導入拡大を目指していきます。 
これにより、北海道電力では風力発電でさらに20万kWの発電が見込まれることになります。 

②LNG火熱発電
しかし、この風力発電拡大の計画だけでは、まだ原発分を補えません。 
そこで私たちは、もう一つの代替エネルギーとして、LNG火力発電が挙げられると考えました。 
LNGとは液化天然ガスの略で、メタンを主成分とした天然ガスを冷却し無色透明液化した液体です。北海道電力では、電力の安定供給のためにはさらに燃料の多様化を進める必要があると判断し、他の化石燃料に比べてCO2の排出量の少ないLNG火力を建設することにしました。このLNG火力は現在アメリカやロシアなどを中心に多くの国々で利用されており、国内では東京ガス、東京電力、大阪ガスを中心に利用されています。
そして北海道電力でも、北海道ガス株式会社と協力し、LNG火力発電所を石狩湾新港地域に建設することを計画しています。平成27年に着工、平成31年前半に運転を開始する予定です。初号機は50万kw級を予定しており、最終的には3～4基を建設し★総出力は160万kw程度に拡大するということが見込まれています。



９、考察
では最後に、これまでの研究結果を踏まえた考察・展望です。 
現段階での北海道は原発依存度が約４割におよび、原発を抜いた際の電力不足を補うには、もはや節電だけでは難しい状況となっております。そして、冬場の電力ひっ迫はほぼ確実であると言えます。 
よって脱原発を可能にするためには、原発以外の代替エネルギーの充実化が必須であることがわかりました。 
北海道は他の地域よりも土地が広いため、この自然環境を生かした新エネルギーが将来的に原発と代替可能なのではないかと考えられます。 
その代替エネルギーとして、とりわけ今回の発表で取り上げた風力発電とLNG火力発電に期待ができます。 
すぐに脱原発が可能になるわけではありませんが、これらの代替エネルギーの供給力値から判断しても、数年後、発電開始すれば、脱原発を実現することが可能なのではないかと私たちは考えました。

１０、参考文献
 北海道電力
http://www.hepco.co.jp
北海道経済産業局
http://www.hkd.meti.go.jp 
  
経済産業省
http://www.meti.go.jp
日経ビジネスオンライン 
http//www.nikkeibp.co.jp
朝日新聞 
http//www.asahi.com 
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まず、風力発電についてです。

風力エネルギーは発電中に二酸化炭素を排出しないクリーンなエネルギーの一つとして注目されています。風速に応じて供給力が変動してしまうなど技術的に不安定な面もありますが、広大な土地を有する北海道においては原子力に取って代わりうる大きな可能性を秘めているのではないかと私たちは考えました。

しかし、平成２１年度末の北海道における風力発電所数は５３、風車基数は２６５基あり、その供給力はおよそ２５万５６８５キロワット、供給能力は３６万キロワットでした。これでは先程の原発抜きの供給力の不足分４３万５９１５キロワットを補うことができません。
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まず、北海道の特徴として、東京と比較した気温データを見てみましょう。こちらは、平成２２年度の北海道と東京における月毎の平均気温の推移を表したグラフです。青が北海道、赤が東京の気温を表しており、その下に実際の平均気温の値が月毎に表してあります。

このデータを見ると北海道は東京に比べ１年を通じて気温が低く、特に冬間の１２月から２月にかけて東京との気温差は大きくひらいていることがわかります。このため、冬場の北海道では暖房による電力需要が高まるであろうことがわかります。逆に、夏の最も気温が上がる８月の数値を見ても、東京の平均値が３０度であるのに対し、北海道は２５度と、冷房に頼らなくても問題なく過ごしていける環境です。このため、夏場の電力はひっ迫していないであろうこともこのグラフからわかります★
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平成２２年度 月毎平均気温比較（札幌・東京）

北海道（札幌）	1月	2月	3月	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	-2	-3.2	-0.1	5.5	12.2	19.2	22.1	24.8	20	12.2	5.9	0.60000000000000053	東京（東京）	1月	2月	3月	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	7	6.5	9.1	12.4	19	23.6	28	29.6	25.1	18.899999999999999	13.5	9.9	平均気温
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						北海道（札幌） ホッカイドウ サッポロ			東京（東京） トウキョウ トウキョウ


			月毎平均気温 ツキ ゴト ヘイキン キオン												気象庁HPより


			1月 ガツ			-2			7


			2月 ガツ			-3.2			6.5


			3月			-0.1			9.1


			4月			5.5			12.4


			5月			12.2			19


			6月			19.2			23.6


			7月			22.1			28


			8月			24.8			29.6


			9月			20			25.1


			10月			12.2			18.9


			11月			5.9			13.5


			12月			0.6			9.9








月毎平均気温比較（札幌・東京）


北海道（札幌）	1月	2月	3月	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	-2	-3.2	-0.1	5.5	12.2	19.2	22.1	24.8	20	12.2	5.9	0.6	東京（東京）	1月	2月	3月	4月	5月	6月	7月	8月	9月	10月	11月	12月	7	6.5	9.1	12.4	19	23.6	28	29.6	25.1	18.899999999999999	13.5	9.9	平均気温





Sheet2








Sheet3












AR AR TR 22






